


［集落の将来像]
当集落は、急傾斜地であるため耕作放棄されれば、土砂流出、地滑り等の自然災害が起こりやすい状

況にある。その耕作放棄地発生の一因である獣害も深刻な状況にあるため、集落ぐるみによる獣害対策
を継続的に行うとともに、落葉樹を中心とした里山景観を復元し、自然生態の保全に努め、自然豊かな
農村の維持を目指し活動を推進していく。

［将来像を実現するための活動目標]
集落ぐるみによる獣害対策を継続して実施するとともに、水田の多面的機能を維持し、多様な生き物

が生息できる環境を整備する。さらに、子ども達も参加できる観察会や生き物調査などを開催し、生き
物の恐れや痛み、感謝の気持ちを教育する場、地域の憩いの場となるようにする。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 その他の活動

耕作放棄地の復旧管理（10a） 周辺林地の下草刈り 獣害対策
（教育分野等他方面への利用） （年1～2回） （サルの追い払いと防獣ネット

の管理）
共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

用・排水路、農道の保全管理 景観保全と土壌流亡の未
然防止のため、農道法面 担い手への農業技術の伝承

共同取組活動 への雑木・花木の植栽
個別対応

共同取組活動
無農薬・無化学肥料による水
稲の栽培、管理（60a）

田んぼ内ビオトープの維
個別対応 持管理

個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

農業生産においては、無農薬・無化学肥料で、ある程度の収穫が得られるようになった。

また集落の古道や作業道周辺の伐採・草刈りをすることで、農用地を含めた里山の景観が

維持されつつあり、かつての生き物たちも戻ってきて、豊かな生態系もできつつある。将

来は観察会等も開催し、教育活動の場としても利用したい。

協定農用地を含む集落全体を防獣ネットで囲い、かなりの効果はあったが、今後、取組

の検証等を行っていく必要がある。

［平成21年度までの主な成果］
○ 田んぼ内ビオトープの設置、冬期湛水により豊かな生態系ができつつある。

・ヘイケボタルの個体数増加 2008年 6月 7日 103匹

2009年 6月11日 248匹

・ヤマアカガエルの産卵状況 1月中旬から3月頃まで約100個の卵塊を産む。

○ 耕作放棄地がなくなり、企業のＣＳＲ活動とも協働し、周辺環境を整備。

○ サルの追い払い、集落囲いネットの設置による獣害の減少。


